








5.要約 

不妊治療により出生した児のうち,遠城寺式発達テストに相当する年令の児 13 例に面接,

調査した結果,9 例は暦年令相当の発達段階を示したが,4 例に問題が認められた。発達テス

トで暦年令より発達段階が下まわっていた項目は,社会性の基本的習慣と対人関係,言語の

発語理解の 4 項目であり,運動(移動運動と手の運動)の項目については暦年令より発達段

階を下まわった子はいなかった。また言語については女児が男児より発達段階が上まわる

傾向が認められた。今後さらに症例数を重ね,各項目間の関係や男女間の差異についても検

討を加え,不妊治療が児に影響を与えるか否かについての資料をえたいと考えている｡ 


